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第20回 アンコールワット国際ハーフマラソン2015

子ども達と一緒にエアロビクス義足 10kmの表彰式

大縄跳びに挑戦運動会で綱引きに参加

　2015 年 12 月 6 日（日）、第 20
回アンコールワット国際ハーフマラ
ソン（以下、AWHM）が、75の国
と地域から8,539 名の参加者（過
去最多）を迎え開催されました。
21km、10km、3km、車椅子レース
のカテゴリーに分かれスタートし、
有森裕子代表をはじめ、日本からも
多くのランナーが参加しました。
　有森代表は今大会の前夜祭で、こ
れまでの業績を称えられ、カンボジ
ア国王よりムニサラポワン・モハー・
セレイワット勲章を授与されました。

　また、今大会では、北京パラリン
ピック走り幅跳びの銀メダリスト、山
本篤さんが、義足10kmの部で優勝
されました。山本さんは2016年のリ
オデジャネイロ・パラリンピックにも
出場する予定。今回は有森代表から
誘われて参加され、カンボジアの障
害者ランナーと意見交換をされてい
ました。

　ハート・オブ・ゴールド（以下、
HG）では、日本からスタディツアー
として 50 名以上が12 月 4日から
カンボジアを訪れ、エイズ撲滅の願
いを込めたウォーキングイベント、
HGが運営支援をしているニュー・
チャイルド・ケア・センター（以下、
NCCC）訪問、ランニングクリニック
や小学校体育科教育支援の一環であ
る運動会、AWHM等に参加しました。
　AWHMは､ 今年 20回目という節
目を迎えました。事故や怪我もなく、
この大会が継続して、カンボジアの

代表と義足ランナー

平和を世界に発信していくマラソン
大会になっていることを心よりうれ
しく思います。運営自体はカンボジ
アオリンピック委員会に移譲してい
ますが、HGは引き続き、側面的な
サポートをしていきます。

　　　「Come on！」　　　　　　　　代表理事：有森　裕子
　12月6日早朝、今年もアンコールワットの日の出を待って、世界遺産
の中を駆け抜けるマラソン大会のスタート地点に立ちました。例年であ
れば、途中侵入してくる車に注意を促し、給水所で手伝ったり、歩いて
いるランナーを励ましたり、コース途中で様々なことを気づかいながら
21.095kmを走っていました。
　今年は、ほとんど立ち止まることもなく、世界的な大会に成長したこの
マラソン大会の20年を振り返りながら、感慨を持って走っていたその時、
従来であれば私が「Come on！」といってカンボジア人を励ましながら走っ
たものですが、今年は私に「Come on！」と励ましてくれたカンボジアの
青年がいました。マラソン大会が自立したことを、私に教えてくれた言葉
で、何よりも嬉しい瞬間でした。これからは「Come on！」に応えて彼ら
とともに歩んでいきます。

10周年プレミアムチャリティーディナー　2月19日（金）ホテルオークラ東京にて開催
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　ハート・オブ・ゴールド（以下、
HG）は2006年から教育・青年・ス
ポーツ省（以下、教育省）とともに
進めてきた小学校の体育科教育支援
の成果をさらに発展させる事業とし
て、2015 年 10 月から中学校体育
科教育指導要領作成支援事業を開始
しました。

　本事業は日本国政府が掲げる
2020 年のオリンピック政策の一つ
であるスポーツ･フォー･トゥモロー

カンボジア王国体育科教育支援事業

　活動報告（2015年 7月～12月）：
バッタンバン地域（コンポンチュナ
ン州、バンテアイミンチェイ州）＋
シェムリアップ地域（コンポントム
州、プレアビヒア州）
　ハート・オブ・ゴールド（以下、
HG）はカンボジアの教育・青年・ス
ポーツ省（以下、教育省）と協力し、
2015年 7月以降、コンポンチュナ
ン州及びバンテアイミンチェイ州に
おいて3回目のモニタリングと公開
授業を行いました。8月以降は、最
後の地域となるシェムリアップ地域
のコンポントム州及びプレアビヒア
州において、対象校の選定、地域ト
レーナーの選定、体育ワークショッ
プ、モニタリング等を実施していま
す。
　バッタンバン地域でも、シェムリ
アップ地域でも、2州同時に普及し
ているため、人員を分ける必要が

あります。そのなかで、5地域目に
なると教育省担当官であるナショ
ナル･トレーナーが自立的にワーク
ショップを運営できていることに気
がつきます。まだ、指導法やマネジ
メント能力に関しては、向上すべき
点がありますが、こういった経験を
通じて成長していくことが何より重
要だと考えています。

　また、10月には筑波大学から岡
出美則教授を招き、全15州の教育
局の担当官及び教員養成校の教員
を対象に、新しい体育を普及してい

くためにはどういった視点が必要で
あるか、体育授業の評価をどのよ
うに考えていくか等についてのワー
クショップを実施しました。ワーク
ショップ2日目には、実際に参加者
が模擬授業を評価し、岡出教授が評
価の考え方を指導しました。
　2016 年 2月から、全15州の新
しい体育の実施状況についての評価
を実施します。2016年 9月までに
教育省が独自で新しい体育を普及で
きるよう、HGは引き続き協力して
いきます。

カンボジア小学校体育科教育 ー 自立的普及に向けた人材育成及び体制構築のための事業　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JICA草の根技術協力事業 パートナー型）　　

プロジェクト・マネージャー　　手束　耕治　

平成27年度戦略的二国間スポーツ国際貢献事業（スポーツ・フォー・トゥモロー）
プロジェクト・マネージャー　　西山　直樹

事業として実施され、2016年12月
までに中学校体育科教育の指導要領
を作成し、教育省の認定を取ること
を目標としています。
　11月には鹿屋体育大学の佐藤豊
教授を招き、日本の指導要領の内容
を確認しながら、カンボジアの指導
要領の記載内容やスケジュールにつ
いてのワークショップを実施しまし
た。参加型で実施したことにより、
より多くの意見を出し合うことがで
きました。
　また、教育省のスポーツ総局長、
国立体育･スポーツ研究所所長とと
もにシンガポールの体育科教育シス
テムについての調査を目的として、
同国教育省においてカリキュラムに
ついての協議、国立教育研究所内の
施設見学、担当者との協議を実施し
ました。シンガポールの体育科教育

制度だけでなく、教育全体の中での
体育科教育の位置づけもわかり、カ
ンボジアにも参考となることを多く
学ぶことができました。
　これから小学校体育科教育や他教
科との整合性も考慮しながら、カン
ボジア全土で実施可能な中学校体育
科教育の指導要領を、プロジェクト
チームが一丸となり作成していく予
定です。

コンポンチュナン州での公開授業

岡出教授によるワークショップ

教育省にてMOU（覚書）署名式

佐藤教授によるワークショップ
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ニューチャイルドケアセンター（NCCC）
    　  磯邊　千春

　NCCC では、新たに 9月に 2人、
10月に1人の子どもが増え、合計
20人での生活になりました。
　今年も昨年に続き、8月より近隣
の主婦を対象にしたワークショッ
プ「サラーチュガニ（おいしい教
室）」を開催しました。料理教室で
は栄養を考えたスープやおかゆのほ
かに外国の料理を学び、参加者は家
で家族にも作ってあげたいとしっか
りとメモを取っていました。保健教
室では普段体を動かすことのない参
加者のため、楽しく運動するエアロ
ビクスを取り入れたり、また看護師
に来てもらい幼児期に多い病気や対
処法、また大人に多い感染症につい
ても学ぶことができました。専門的
な話を聞く機会がないなか、質問も
たくさん出て、自分と家族の健康の
ために真剣に話を聞いていました。
今年度は会の始まる前に血圧の検査
や身長、体重のチェックを行い、自

分の体調にも気を配れるように配慮
しました。参加者からは「気になっ
ていた病気について知ることができ
た。自分の健康診断をしたことがな
いが、いつか血液検査も含めて検査
がしてみたい」といった言葉も聞こ
えるようになりました。NCCCの大
きい子ども達も参加していろいろと
勉強することができました。来年も
ぜひ開いてほしいという意見も多く、
継続していきたいと思います。
　12月にはスタディツアーの方々が
来訪されました。前日にはアンコー
ルワットの周りを一緒に歩くウォー
キングもありました。NCCC では、
ツアーの方々とたくさん交流できる
ようなプログラムにするために、子
ども達も準備に一生懸命取り組んで
いました。子どもがガイドになって
の施設内見学、喫茶店、お土産販売、
クメールダンスの衣装体験、バナナ
の葉のコースター作りといった盛り
だくさんの内容で、子ども達が主体
となった交流ができました。いつも
恥ずかしがってなかなかお話ができ
ない子ども達も、その日ばかりは自
分の知っている言葉で一緒にお話し
ていました。ツアーの方々が喜んで
くれることに子ども達も喜びを得ら

れるようになりました。
　また昨年に続き、TAO（東洋医学
研究会）の先生方が歯の検診、治療
を行ってくれました。1年間1日 3
回の歯磨きを心がけた結果、少しず
つではありますが歯に対する意識が
変わってきました。昨年は歯医者さ
んを見ただけで泣きながら大暴れし
た小さな子も、今年はドキドキしな
がらも自分から口を開けて検診をし
てもらっていました。

　今年もたくさんの方々に支えられ
ながらNCCCの子ども達は成長して
います。子ども達は、いつも自分が
してもらうばかりではなく、誰かを
喜ばせること、困った人がいたら自
ら手を差し出すことが、徐々にでき
るようになってきています。

　サオピアだより   
　　　 留学生 バン･サオピア

　日本滞在もあと少しになりまし
た。今年も沢山の人に出会い、沢
山のことを体験しました。コンテ
ストやコンクールでは、とても緊
張しましたが努力賞を頂き、自信
がつきました。しかし、やはりテ
ストはとても難しくて、くじけそ
うになることもありました。そん
な時は、ホームステイのお母さん、
お世話になっている美容院の先生、
お友達に励ましてもらいながら、

乗り越えていきました。2月に東京
で行われたチャリティーディナーで
は、沢山の方に私のお話を聞いて頂
き、その後ハート・ペアレントになっ
て頂きました。イベントでの通訳も
経験しました。このように、私も誰

かの為に何かができた事がとても
嬉しく思います。夏休みは、美容
院でのお手伝いを毎日しました。
とても忙しかったですが、よい経
験になりました。9月はテストの
ために一生懸命勉強を頑張りまし
た。しかし、思ったように結果が
出ずに悔しい思いをしました。学
校のスケジュールは、とても忙し
くなっています。毎日4～5時間
の実習を行っています。来年にな
ると、すぐに国家試験があります
ので、夢を叶える為に今まで以上
に毎日頑張っています。

サラーチュガニ（おいしい教室）

NCCCの子ども達

歯の検診・治療
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シェムリアップ日本語教室　BBU大学　日本語講座
　2000 年から15 年の間、シェム
リアップ市近郊のチェイ村にある
チェイ小学校で継続してきた日本
語教室に加えて、シェムリアップ
市内にあるBBU 大学（Build Bright 
University）内で、10月より新たに
大学生や社会人向けの日本語講座を
開設しました。日本語教師には、京
都民際日本語学校より松野泰司先生
を新たに迎え、まず午前の1クラス
を10月に開講し、ついで12月から
は午後の1クラスを追加開講しまし
た。まだ開講したばかりなので初級
クラスのみですが、次年度からは中
級クラスや上級クラスも開講してい

美容ワークショップ
　昨年度に引き続き、今年度もシェ
ムリアップで美容ワークショップを
継続開催しました。講師は現地在住
の美容師、鈴木彰義氏。昨年のカッ
ト講座に続いて、今年度のテーマは
化粧です。カンボジア人女性の最大
の望みは、日焼けで黒くなった肌を
白く蘇らせたいこと。

く予定です。
　日本語を学ぶ生徒の多くが、ホテ
ルや旅行会社で働く勤労学生か、ま
たは既に卒業して働いている社会人
です。どの生徒も英語は堪能で、2
つ目の外国語として日本語を学ぶこ
とで、将来の仕事の幅を広げたいと
語っています。
　この講座開設のために、1年前か
ら現地調査をしてきました。まずシェ
ムリアップ市内の４つの大学を訪問
して大学の経営陣と面談し、各大学
の外国語教育への取り組みを調査す
るとともに、日本語教育に対する熱
意をヒアリングした結果、市内で最
も歴史が古く、生徒数4,000 人と最
も規模が大きいBBU大学への設置を
決定しました。
　シェムリアップはアンコールワッ
トで有名な観光の街で、多くの日本
人観光客を受け入れているため、街

には日本語を学んだことがある人が
多く、レストランやカフェ、文房具
屋ですら「こんにちは」「ありがと
う」といった基本的な日本語の挨拶
を話せるカンボジア人に会います。
日本語への興味や関心、日本語教育
熱は結構高いのです。HGが開講し
たBBUの日本語講座は、まだ非単位
の公開講座ですが、今後は日本の大
学や語学学校への留学紹介、日系企
業への就職紹介など、日本語を学ぶ
学生達に夢を与える学習拠点として、
活動を広げていく予定です。また、
カンボジア人の日本語教師も採用し、
カンボジア人だけで運営できる体制
構築を目指していきます。

チェイ小学校HG日本語教室
　前任の檜尾先生が1月に退任後、
しばらく中断していましたが、11月
から再開しました。教師のスライノッ
チは、HG日本語教室で小学生のと
きから高校まで日本語を学び、高校
生のときに岡山学芸館高校へ１年間
の留学をしました。HG日本語教室
で学んだOGが、成長して再び教師
としてこの教室に戻ってきました。
　スライノッチ先生は、初めて日本

語を教えるとは思えないほど、堂々
とした態度で22名の小学生を教え
ています。
　最初の授業は「おはようございま

す、こんにちは、こんばんは、さよ
うなら」という挨拶と、「あいうえお」
の練習でした。
　補助教員のブッダ君、そしてHG
日本語教室で日本語を学んできた
NCCCの中学生 4名が、日本語を初
めて学ぶ生徒の横で発音や書き方の
アシストをしています｡
　京都民際日本語学校から派遣され
ている松野先生のご指導のもと、ス
ライノッチ先生のこれからの更なる
成長に期待したいと思います。

　鈴木講師から、日焼け予防の継続によっ
て、肌の新陳代謝の後には白い肌が再生する
という講義を受けた後に、日本式のナチュラ
ルメイクを教わりました。カンボジア人女性
にとっての化粧は、結婚式やパーティーの時
に本人と判らないぐらいに変身してしまうよ
うな厚化粧をすることですが、普段でもでき
るナチュラルメイクもまた可愛いということ
を、カンボジアの若い女性達に体験してもら
いました。
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　ボランティアリレー

　この度、2010年以来5年ぶり9度目のスタディツアーに
参加しました。今回はアンコールワット国際ハーフマラソン
大会が20回目の節目の開催であり、どんなに変わっている
かを見たくて訪れました。
　まず、空港のターミナルに驚きました。以前の小屋のよう
な建物からは、10倍以上の広さになっていると思います。そ
れだけビジネスや観光で訪れる人も増えているということで
しょう。第一回大会に来られた人によると、当時、マラソンコー
スはデコボコで大きな石がゴロゴロあったそうです。タイム
も計れていなかったり、手書きで記録したりしていましたよ
ねぇ…。出走者も600人足らずが、今回は75カ国から過去
最高の8,539人が参加したそうです。2年前に運営をハート・
オブ・ゴールド（以下、HG）からカンボジア側に委譲しまし
たが、一つひとつの積み重ねにより任せられるようになった
と思います。私も楽しんで走ることができました。
　20年前と言いますと、私は阪神淡路大震災に遭いました。
わが家の被害は少なかったので、周りの大変な方々のために
何かしたいと思いつつ、子どもが2歳と5歳で幼かったた
め動きがとれず、自分は何の力にもなれていないという思い
が拭いきれずにいました。2002年の千里マラソン前日のシ
ンポジウムで、有森代表、田代さん、バレーボールの中村選
手、大学生等によりHGのカンボジアでの活動が紹介されて
いました。展示写真を見ているうちに、行ってみたい、そし
て世界中の人達から受けた支援を今度は私が返したいと思い
始め、2003年のスタディツアーに子ども2人とともに参加
しました。その頃、行われていたスポーツ大会が小学校の体
育指導書作成に発展し、体育の授業になり、そして今回ツアー
で参加した小学校運動会へと成長し、その過程を見せても
らってきただけに、運動会は「感動！」でした。ルールを守る、
協力する、応援する。みんな、できていました。よかったです。
うれしかったです。何か支援をしたくて参加したツアーです
が、私の方が学び、楽しませてもらっています。
　2011年 6月には被災地の石巻に行き、蛇田小学校の花壇
の修復や民家の泥かきを行いました。小学校の音楽室で避難
者の方と一緒に寝て、自衛隊のお風呂に入りました。この経
験もHGの呼びかけによるもので、その後も被災地応援ツアー
等で3度行かせていただきました。また、淀川国際ハーフマ
ラソンや篠山ABCマラソンでは、チャリティグッズ販売の手
伝いをしています。「チャリティグッズを買っていただいた方
には、ありもりさんがサインをしてくださいますよー」と叫

西日本支部ボランティアリーダー
島尾　百合子

第９回吹田中の島チャリティ・ラン
　9月13日（日）､ 心配していた雨も上がり､ スパンキー
ズによるチアリーディングに続いて、ヴァイオリン奏者の
横山亜美さんの演奏のなか、３時間走とゲームリレーの参
加者679名がスタートしました。その頃にはすっかり晴れ
て暑くなりました｡ 家族や仲間との絆を強くする大会にな
りました。
　ご協力頂きましたゲストランナー、後援、協賛、協力団
体と多くのボランティアの方々にお礼を申し上げます。な
お、当大会からの支援金は「3.11子ども animoプロジェ
クト」や「障がい者スポーツ」に充てられます。

主な活動報告（2015年後半）
7/3 国際交流センター展示
8/10-11, 13　運動会ワークショップ（CLAIR 事業、岡山市）
8/29 HG長岡クラブ総会
8/30 ダナン国際マラソン大会
9/5-11/8　JICA50周年パネル展
9/5 三田会視察受入（NCCC）
9/6 HG福島クラブ総会・交流会
9/8 倉敷平成ライオンズクラブ例会
9/13 第 9回吹田中の島チャリティ・ラン
9/15 岡山市立曽根小学校出前授業
9/24-30 カンボジア教育省研修受入（CLAIR 事業、岡山市）
10/1 岡山市立京山中学校出前授業
10/2 岡山市立第３藤田小学校出前授業
10/4 親子チャリティマラソン inおもちゃ王国
10/27 岡山市立政田小学校出前授業
11/21 岡山学芸館高校・清秀中学校出前授業
11/29 第４回富士山マラソン
11/30 カンボラ事前勉強会（講師：小川秀樹氏）
12/3-8 AWHMスタディツアー
12/4 アンコールウォーキング
12/6 第 20回アンコールワット国際ハーフマラソン
12/7 青年海外協力隊50周年記念式典（プノンペン） 
12/14 岡山市 ESD意見交換会（シャンティ）
12/15 岡山学芸館清秀中学校カンボジア研修受入（シェムリアップ）
12/16 岡山学芸館高校カンボジア研修受入（シェムリアップ）
12/17 岡山市立第3藤田小学校 Skype 交流（NCCC）
12/19-29　カンボラ（岡山県国際貢献活動推進事業）
12/21 岡山市教育委員会カンボジア研修事前研修会
12/23 第 34回山陽女子ロードレース
12/25-26　小学校運動会（バッタンバン州､ CLAIR 事業 )

主な活動予定（2016年前半）変更あり
1/6 岡山学芸館高校 SGHカンボジア研修受入（シェムリアップ）
1/25-28 岡山市教育委員会カンボジア研修受入（シェムリアップ・プノンペン）
2/19 10周年プレミアムチャリティ・ディナー（東京）
3/6 第 36回篠山ABCマラソン (兵庫 ･篠山 )
3/20 第 6回淀川国際ハーフマラソン（大阪）
 HG西日本会員交流会 (大阪 )
4/17 第 26回かすみがうらマラソン (茨城 ･土浦 )
 HG東日本会員交流会 (東京 )
5/22 第 32回みしま西山連峰登山マラソン（新潟・長岡）
5/29 Arimori Cupマラソン大会（北海道・穂別）
6月 HG総会 ･理事会･会員交流会

んでいるのが私ですので、通り過ぎないでお声かけしてくだ
さいね。これからもできる人ができるだけ長く活動を続けて
いきましょう♪　よろしくお願いします。

　次大会のお知らせ：通算30回目となる第10回大会をラスト・ラ
ンとして開催し、終焉と致します。皆様のご参加をお待ちしています。
開催予定日：2016年 9月11日（日）
募集定員：３時間走　430名 ／ ゲーム・リレー　70チーム
募集期間：１次募集（リピーターエントリーの方のみ）
　　　　　3月中旬～４月中旬頃
　　　　　２次募集４月中旬頃から７月（先着順）
参加賞：HG有森代表デザインのＴシャツ
　　　　（ゲーム・リレーはチームに１着）　
※追加購入は、事前の申し込みに限り可。
詳細は追って更新の吹田中の島ランナーズのホームページ（http://
sutv.zaq.ne.jp/snr/）にてご確認ください。




